
 
平成 22 年 11 月 30 日 

各      位 
会 社 名 ア ゼ ア ス 株 式 会 社 
代 表 者 名 代表取締役社長 鈴 木 裕 生 

（コード番号：３１６１） 
問合せ先 常務取締役管理本部長 古 玉 賀 一 

（TEL. 03-3865-1311） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 6 月 9 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

記 

 

●業績予想の修正について 

平成 23年 4 月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 22年 5月 1 日～平成 22年 10月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

4,475  

百万円 

122  

百万円 

125  

百万円 

72  

円 銭 

12.40  

今回発表予想（Ｂ） 4,360  82  84  48  8.23  

増減額（Ｂ－Ａ） △114  △39    △40    △24     

増 減 率（％） △2.6 △32.2 △32.5 △33.6  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 22 年 4 月期第 2 四半期） 
－ － － － － 

 

平成 23年 4 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22年 5月 1日～平成 23年 4 月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

10,276  

百万円 

515  

百万円 

521  

百万円 

297  

円 銭 

50.84  

今回発表予想（Ｂ） 9,010  209  213  123  20.98  

増減額（Ｂ－Ａ） △1,266 △306 △308 △174  

増 減 率（％） △12.3 △59.3 △59.1 △58.7  

（ご参考）前期実績 

（平成 22年 4月期） 
11,081  589  558  377  76.93  

 



平成 23年 4 月期第 2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 22年 5月 1 日～平成 22年 10月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

4,023  

百万円 

98  

百万円 

141  

百万円 

95  

円 銭 

16.36  

今回発表予想（Ｂ） 3,970 64 101 65 11.14  

増減額（Ｂ－Ａ） △52 △34 △40 △30  

増 減 率（％） △1.3 △34.7 △28.6 △31.9  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 22 年 4 月期第 2 四半期） 
－ － － － － 

 

平成 23年 4 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22年 5月 1日～平成 23年 4 月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

9,316  

百万円 

464  

百万円 

510  

百万円 

298  

円 銭 

51.01  

今回発表予想（Ｂ） 8,162 171 211 125 21.45  

増減額（Ｂ－Ａ） △1,153 △293 △299 △173  

増 減 率（％） △12.4 △63.2 △58.7 △57.9  

（ご参考）前期実績 

（平成 22年 4月期） 
10,282  544  567  323  65.95  

（注）当社は、平成22年4月期第2四半期においては、四半期連結財務諸表を開示していないため、平成22年4月

期第2四半期の連結経営成績の記載をしておりません。 

（注）当社は、平成22年4月期第2四半期においては、四半期個別財務諸表を開示していないため、平成22年4月

期第2四半期の個別経営成績の記載をしておりません。 

 

修正の理由 

(１) 第2四半期連結累計期間業績予想の修正理由 

売上高は前回発表予想額より114百万円減少の4,360百万円と修正いたします。 

第２四半期は、防護服・環境資機材事業で、ＷＨＯ（世界保健機関）の「新型インフルエンザ(H1N1)パン

デミック終結宣言」等を受け、本来の強毒性新型インフルエンザ(H5N1)に対する備蓄に対しても市場の関心

が下がったことから期初に見込んでいた新型インフルエンザ対策用品の販売が落ち込みました。また、今夏

は記録的な猛暑が続いたためリスクの低い作業において防護服を着用しないという事態が生じましたので、

防護服の販売が減少しました。口蹄疫感染対策用としての防護服の売上が160百万円発生いたしましたが、防

護服・環境資機材事業での売上高は予想に対して188百万円の減収となる見込みです。 

一方、たたみ資材事業の売上高はボードとフォーム（いずれも断熱性が高い畳床用資材）の販売が好調な

為、予想に対して7百万円の増収、アパレル資材事業での売上高は下期に予定していた資材の販売が、顧客側

において海外縫製工場の生産枠確保の理由から前倒しになったため予想に対して67百万円の増収となる見込

みです。 

また、防護服・環境資機材事業は事業構造上、固定費の比率が高く変動費の比率が低いため、売上高の減

収による売上総利益の減少が営業利益を圧縮いたします。そのため、全社での営業利益は前回発表予想額よ

り39百万円減少の82百万円、経常利益は40百万円減少の84百万円、四半期純利益は24百万円減少の48百万円

に各々修正いたします。 

 



(２) 通期連結業績予想の修正理由 

平成23年４月期の業績予想につきましては、前回発表予想に対してたたみ資材事業ではボードとフォーム

の販売増が寄与して20百万円の増収、及びアパレル資材事業では4百万円の増収の見込みですが、第2四半期

連結累計期間業績予想の修正の影響及び、防護服・環境資機材事業が第4四半期に想定していた新型インフル

エンザ対策用品の販売の減少が予想される為に売上高は1,290百万円減収となる見込みです。この結果、全社

の売上高は9,010百万円、営業利益は209百万円、経常利益は213百万円、当期純利益は123百万円と業績予想

を修正いたします。 

(３) 第2四半期累計期間個別業績予想の修正理由 

売上高は前回発表予想額より52百万円減少の3,970百万円と修正いたします。 

(１)の 第2四半期連結累計期間業績予想の修正理由と同様の理由で修正いたします。 

また、売上高の減少に伴い、営業利益は前回発表予想額より34百万円減少の64百万円、経常利益は40百万

円減少の101百万円、四半期純利益は30百万円減少の65百万円に各々修正いたします。 

(４) 通期個別業績予想の修正理由 

(２) の通期連結業績予想の修正理由と同様の理由で修正いたします。 

売上高は8,162百万円、営業利益は171百万円、経常利益は211百万円、当期純利益は125百万円と業績予想

を修正いたします。 

 

（注）上記の連結業績予想及び個別業績予想は、現時点における入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、様々な要因により予想値と異なる可能性があります。 

 

 

以   上 


